
ニュッサのグレゴリオス
教理大講話

信仰の奥義に仕える人々に
は教理問答（カテーケーシ
ス）というかたちの説明が

必須とされる

ギリシア人
の多神論

独り子なる
神へのユダ
ヤ人の不信
仰

あなたは神が存在している
と判断しているのか、それ
とも無神論者たちの意見に
与するのか、と問う

複数の神々
があるという
答え

存在しない
という答え

全宇宙を超越するある力
（デュナミス）の存在を承認
することへと相手を導く

あなたは、神が完全、不完
全のいずれであると考えて

いるのか、と問う

当然のよう
に神的本性
の完全さを
証言する

力、知恵、不滅性、永続性
であれ、それらすべての天
での神的本性における完全
さを看取することに相手は

同意するだろう

完全者が多
数存在する
と言うので
あれば

なおも特殊
性を指摘で
きるか

区別するこ
とを一切考
えないか

彼の信仰を唯一性へと向け
直すことになる

はじめに：ユダヤ教徒と
ギリシア的異教徒それ
ぞれに対する教理問答

の方法

第一章：神の言葉は生きて
実在し、善を自由に選び、
それを実現する力があるこ

と

私たちは、一なる本性の中
に位格（ὑποστάσεις）の
区別を看てとることを知っ

ている

ユダヤ教の段階へと陥るこ
とがないように、位格の区
別をある程度専門的に述べ

ること

教義の外にいる人々も神が
言葉なしものものであると
は考えられていない

必然的に言葉も、それを持
つものの本性に釣り合った

ものである

不滅にして常に存在する本
性は永遠の実在する言葉

を所有している

その言葉が生命の内に実
在することも承認せざるを

得ない

御言葉が石と同様に魂を
持たずに実在すると考える
のは敬虔なことではないか

ら

御言葉（ロゴス）の本性は
単一であり、自らの内に二
重性や複合性を示すことは

ない

御言葉は生命
そのものである

御言葉が生命の内にある
のは生命にあずかることに
よってである、と考えること

はできない

御言葉が生きているなら
ば、それは自由な選（プロ
アイレシス）びの能力も持っ

ている

生きているものの中で選ぶ
能力のないものはないから

神的本性に関しては、不調
和なことはなにも見出され
ないから、その御言葉の力
はちょうどその意志に釣り
合ったものである

宇宙は善きものであり、そ
れらすべては御言葉の業
（エルゴン）である。

御言葉はゆえに生
きて実指し、生きて
いるがゆえに自由に
選ぶ力を持ち、選
んだことをすべてな
す力があり、その選
びの対象は必ず善
きものにして知恵あ
るものである

御言葉は、御言葉がそれの
言葉であるその当のものと

は別である

この宇宙の造り主である御
事がは、その父から区別さ
れるが、本性において父と

同じであること

御言葉、もある仕方では関
係的に語られるものに属す

るから

誰かの言葉でないならば、
御言葉とならないだろうか

ら

御言葉それ自体とそこから
御言葉が生まれたそれとを

区別するなら

神の生命ある御言葉は業
をなし創造的であること、を

認め

御言葉それ自体とそこから
御言葉が生まれたそれと
は、本性において異ならな
いこと、を認めているから

その奥義は両者の不条理
から等しく逃れることになる

奥義をギリシア的異教徒た
ちの考えと戦わせる際に、
ユダヤ人の考えを尊重する
人々に一致させてしまう危
険にもはや陥ることなく

人間の場合には、言葉は知
性（ヌース）から出るもので
あって、知性と同じでもなけ
れば、完全に異なるもので

もない

他面で言葉は、知性そのも
のを表現するものである以
上、本性においては知性と

一となるもの

神の御言葉も同様で、自ら
で実在する問いう点では、
そこから、その実在を受け
取っているそれとは区別さ
れるが、御言葉は自らの内
に神に関して看て取れる諸
性質を現している点では、
かのものと、本性において

は同じ

第二章：御言葉にともなう
神の霊も、御言葉と同じく
位格として存在すること

神の御言葉は息をともなっ
ていないとでも信じられる
ならば、それは私たちの言
葉より劣ったものになる

私たちは、霊は御言葉に相
ともなって、その活動力を
現すものとして考えている

神性の内なる息についても
私たちの息と同様に考える
ならば、神的力を低きに下

ろすことになる

第三章：神は唯一でありな
がら、位格において区別さ
れること�ー�ギリシア的異教
徒とユダヤ教徒への応答

いかにして位格においては
区分され、存在においては
分割されていないのか

位格においては聖霊と御言
葉は別であり、御言葉と聖
霊とが、かのもの、とも別で

あるから

第四章：ユダヤ教徒の反論
に対して聖書を典拠に答え

る

一つの証言を思い起こすだ
けで十分である

主の御言葉によって天は造
られ、主の口の息吹によっ
て天の万象は造られた

御言葉とは（人間の）話し言
葉のことではなく、息吹とは
呼吸のことではないから

第五章：どのようなものとし
て人間の本性は御言葉に
よって創造されたか

ギリシア人的異教徒あるい
はユダヤ教徒は、万物はこ
の全宇宙を組織したものの
理性（ロゴス）と知恵によっ
て存在するに至った、と信
じているか、それに納得し
ないかのいずれか

理性と知恵が存在するもの
を成り立たせ導いているこ
とを認めないなら

理性と技量の欠如したもの
を全宇宙の支配者の座に
就けることになる

これを不条理と彼らが認め
るなら、理性と知恵が存在
するものを支配していること

を承認するだろう

宇宙全体の実在が理性の
力に依存しているならば、
御言葉によって万物は生成
に至る通路を通った

御言葉、知恵、力こそが人
間の本性の創造者である。
その方は。愛の満ち溢れか
ら人間の誕生を成し遂げた

その方の栄光が目撃され
ないことも、その善性が享
受されないこともいずれも
あるべきでないから

このような理由にもとづい
て人間が誕生に至ならば、
神の諸善を分有するのにふ
さわしい者に造られている

神となにか同族のものが人
間の本性に混ぜ合わされた

に違いない

人間には、生命、理性、知
恵および神にふさわしい善
きものがすべて賦与された

神の永続性という資質と無
縁であるはずがないので、
自らの内に不死性を所有す

べきであった

内在する能力によって超越
的なものを認識し、神的な
永続性を欲求し続けるため

人間の悪しき現状を見る人
からの反論に対して、人間
本来の創造について正しく

説明する

私たちの生命は、短く、苦
痛に満ち、滅ぶべきもので
あり、肉体と魂に関するあら
ゆる病に罹りやすいという反

論

人間の生命が現在異常な
状態にあるからといって、人
間が善に恵まれる中で創
造されのではないことを立
証するものではない

その方は、人間から最もす
ばらしく貴重な善を奪うよう
なことはなさらない。その善
とは、誰にも支配されずに
自己決定力を持つという恵

み

なにかの必然の軛に繋が
れ隷属するような本性が、
どうして王的本性の像と呼

ばれようか

悪はなんらかの仕方で人
間の中から生じて、そうし
た自由選択によって固めら
れる。悪徳の発生を徳の不
在として以外に考えること

はできない

神にはあなたに現存する悪
の責任はない

神はあなたの本性を誰にも
支配されない解放されたも
のに造り上げたのであっ
て、悪の責任は優れたもの
の代わりに劣ったものを自
由に選んだ人間の無思慮

にある

人間は本来自由であ
る。全てを支配し力
をもつ神の似姿であ

るから

第六章：悪の起源を解明す
る出発点として、世界が二
種の本性からなることを説

明する

あなたはそもそも意志が誤
る事の原因を求める

私たちの本性それ自体から
説明する

私たちの熟視（テオーリア）
が、知性によって把握され
るもの、に向かう場合

感性によって把握されるも
の、に向かう場合

両者は正反対の性質であ
るが、ある程度相互浸透し

ている

創造された知性的権能にお
いて、いかにして嫉妬が生

じたか

知性的本性の創造が他の
ものに先立ってなされた。
それぞれの天使の権能
（デュナミス）に対して働き
が割り当てられた

ある権能に対して、地上の
領域を保持し支配すること

が定められた。

土でできたかのものが至高
の権能の似像として造られ

た

地上の統治を割り当てられ
た者は、至高の権能の似像
の実体が現れ示されること
を、耐えがたいこととと受け

取った

その権能が善と寛大さに対
して目を閉ざしたときに、善
と反対のことを考えつい
た。それが嫉妬にほかなら

ない

嫉妬の情念に流されたその
権能は、いかにして人間を
悪に誘う者となったか

嫉妬によって生まれた悪徳
への傾きが、その後に現れ
示されるすべての悪への通

路を据えた

神の祝福の持つ権能は、そ
の敵対者の強制力に勝って
いたので、その者は、人間
がその強力な権能から離
れるように画策した。

これが原因で、人類はい
ま、現存する諸悪のただ中

にある

第七章：人間本性の創造者
は善ではないとするマニ教
は、どうして誤っているのか

マニ教の教義に欺かれた
人々は、人間本性を創造し
た者は劣悪であることをし

めそうとする

神は、人間が無思慮から自
らに招くことになるこの災い
を予知していながら、人間
を創造するに至ったのか

パウロは説明の中で、感覚
によるのでは、人は美と悪
とを区別するのにふさわしく
はなく、肉体への現れから
理性を引き離して初めて、
私たちは美の本性それ自
体とその反対の本性を区
別できるのだ、を指摘して

いる

彼らは、肉体的享受による
快を基準にして善を定義し
ている。その結果、肉体の
本性はさまざまな病や弱さ
にかならず服し、そうした病
には苦痛の感覚が随伴す

るがゆえ

知性を快楽中心の状態か
ら引き離して、存在するも
のの本性を情念に左右され
ずに考察したのであれば、
悪を劣悪さ以外の何かであ
るとは考えなかったであろ

う

劣悪さは、それ自身で存在
するものでもなく、善の欠
如として性格づけられる。

神は存在するものの製作者
であって、存在しないもの
の製作者ではないので、神
は諸悪の原因ではない

第八章：人々が最大の悪と
みなす死を通して、神はど
のような恵みを配慮してい

るか

しかし、肉体の分解を見る
につけ、人は大いに嘆き、
死によって私たちの生命が
分解することに困惑を覚え

る

生命を賦与したお方が、私
たちが最美の状態で生き
ていくことをではなく、別の
ことを意図しているのかどう

か

私たちは情念から自由であると考
えられるかの至福状態から堕落し
て悪徳に向けて変質した。

このために
人間は土器
のように再
び土へと分
解される

人がいま受け取っている汚
れから切り離されて、初め
の姿に復活（アナスタシス）
を通して再形成されるため

モーゼが伝え示している。彼が語る
に、最初の人間たちが禁断の事柄に魅
せられ、かの至福を奪われた後に、主

は、皮の衣をまとわせた

その皮の衣とは、死ぬ、
という私たちの能力のこ
とだと思われる

その能力は、それまで非理
性的本性（動物）に割り当

てられていた

非理性的な本性に由来す
るこの可死性は、不死に向
けて造られた本性を摂理的
配慮から包みこんでいる

それは人間の感性的部分
を捉えているが、神の像
（である知性的本性）には

触れていない

感性的部分は解体するが、これら
の諸要素の内に存在したものは、
私たちの感覚が把握できなくても

なくなってはいない。

私たち人間という器を製作
した方も、私たちの感性的
部すなわち肉体的部分に
悪徳が混入したので、その
悪徳を受け入れていまった
材料を分解するのである。

魂も肉体と同じく、悪との
結びつきから切り離される
ときに苦痛を経験すること

魂（プシュケー）と肉体
（ソーマ）にはある結びつき
があり、罪による症状を共
有しているので、肉体の死
と魂の死とのあいだには類

比が成り立つ

魂についても汚れを除去する
必要があるので、現在の生命
においては、徳という薬が与え
られた。もし癒されないままで
あれば、後の生において癒しが

用意されている

来世での裁き
は、魂の病を癒
すために宣言す

る

肉体化されている私たちの
魂になにか余計なものがで
きて固まった場合には、え
も言われぬかの知恵と力に
よって切り取られ除去され

る

根深く生じ
た悪との親
近性ゆえ
に、表現し
がたいある
苦痛が伴う

死や肉体的苦痛という悪
は、人間の救いに関する神
の配慮を疑わせるものでは

ないこと

その方は将来のことを知っ
ていて、しかも起こることへ
の動きを阻止しなかったか
ら。その方は後に起こること
も過ぎ去ったことと同等に

眺めている

その方は人間
の逸脱を見通し
たので、人を再
び善に呼び戻す
ことも考えめぐ
らされた。

どちらがより優れた途だったのか。
私たち人間の本性を一切誕生に至
らせなかった途と、誕生に至らしめ
回心（メタノイア）によって再び初め
の恵みの状態に呼び戻すことを考

えてくださった途と

神を諸悪の製作者と名指
すこと、あるいは私たちを苦
しめるものの原因とみなさ
れないようにと神を人間の
創造者と考えないこと、こ
れらは小心な者の考え

このような小心さは感覚で
美（善）と悪を判別する人々

の特徴

感覚が捉えないもののみが本性的に
善であること、真実の善からの疎外の
みが悪であることを認識していない

快と苦によって美とそうで
ないものとを判断すること
は、非理性的本性に特有

人間が神の作
品であり、美し
いものとして、
そして最美のこ
とのために造ら
れたことは明白

ギリシア人に対して区別した論点を忘れてはいない筈。神の御言葉は
実体のある自存的存在者で、それ自身で神にして言葉であること、彼
は力そのものであって、あらゆる善への衝動を持っていること。彼が欲
することは何であれ成し遂げるが、それは意志に沿って働く力を持つ
からであり、存在するものに生命があることこそ彼の意志にして業で
あること。人間も生命へと呼び出され、神の像にふさわしく最美のもの

で飾られたこと

創造されざる本性により非
存在から実在するに至った
ものはすべて変化する。正
しい方向から逸脱するなら
ば、悪に向かう運動がそれ

に続く

悪に無思慮から
陥った者が、再び初
めの状態に呼び戻
されるのは、私たち
の本性の主である

方

小心な人々は、死者からの
復活が神にふさわしい事態
であることを、その死が神
にふさわしいものではない
との理由から受け入れない

第九章：主の受肉を神にふ
さわしくないとして認めない
人は、本性上見難いものが
何かを考えていない

あらゆる醜さと悪徳
から離れたことは美
しいことであると、
かならず証示され

る。

主の誕生、養育、成長、本
性の完成にむかう歩み、死
の試み、死からの蘇りといっ
たことが悪徳の埒外にある
ことを彼らが賛成すれば

すべてのものの
中で「悪徳によ
る弱さ」という一
つのことだけが
本性上醜い

第十章：無限なる神性が人
間性の内にあることは背理

ではない

なにかの容器の内にあるよ
うに、肉の囲いの内に無限
の神性が包含され得た、な
どと言うのは誰か。

私たちの生命の場合で
さえ、知性的本性（ἡ 
νοερὰ φύσις）は肉の
限界内に閉じ込められ

てはいない

人間の魂がその本性の必然性に
従って肉体と混じり合っていながら
も、あらゆるところに自由に行ける
のに、神性が肉の本性に閉じ込め
られているなどと主張する

第十一章：受肉についてはその
事実を受け入れはするが、そ
れがどのような仕方でなされた
かを探求することはしない

神性がどのように人間性と混じり合
うかを探求する前に、どのように魂
が肉と一体化するかを探求する。
その仕方が分からないのであれ
ば、初めの問いは把握できない

私たちは魂が肉体
とは異なる何ものか
であると信じている
が、それらが一体
化する仕方につい
ては知ってはいない

同様に、私たちは、神的本
性が可死的で可滅的な人
間性とは差があることをを
認めるものの、神が人間と
融合するその仕方を理解

できていない

神が人間の本性の内に生まれたと
いう事実は、記されている奇跡に
よって疑う余地がない。ただし、い
かにしてかを探求することは、私た
ちの思考水準を超える探求なので

避けることにしよう

あらゆる肉体的かつ知性的な被造物が創
造されざる本性によって実在に至ったこと
を信じてはいるものの、どこから、あるい
は、いかにしてということを探求してその信
仰に結びつけることはしていないのだから

第十二章：神性が肉におい
て自らを現したことは、主
がなされた働きから確認で

きる

神が肉において私たちに自らを
現された、ことの証明を求める
なら、神の働き（エネルゲイア）
を見つめるべきである

そもそも神が存在すること
の証明としては、働きその
ものによる証言以外にはな

いのだから

人間たちを生命あるも
のに造るのは神の業

存在するものを先慮（プロメーティ
ア）によって保持するのは神の業

食物と飲み物を恵
むのは神の業

ねじ曲げられた本性を再び
本来の姿へと復帰させるの

も神の業
大地、大海、大気を維
持しているのは神の業

第十三章：主にあっては誕
生の前と死の後が弱さと無
縁であるので、その神性を
信じることができる

人は「誕生と死は、肉の本
性に特有のことである」と主

張する

主にあっては誕生
以前と死以後は、
私たちの本性とな
んら共通性を有して

いない

人間は弱さ（パトス）か
らその存在を始め、弱
さにおいてその存在は
終わりに至る

主にあっては快楽がその誕生
を導いたのでもなく、腐敗が死
に続いて生じたのでもない

あなたは、それらの驚くべ
きこと（タウマ）が自然本性
（フユシス）を超えるもので
あることを認めている

神性の告知（ϰήρυγμα�
ケリュグマ）が自然本性
の次元の事柄を通して
でなく、なされた

その点に、その
告知された者が
神であることの
証明がある

キリストに関する叙述が
自然本性の境界内で
あったとすれば、いった
いどこに神があると言え

るのか

そのような者を人間で
あるとは信じない人は
すべて、その者は神で
ある、という信仰へ必然

的に導かれる

主の誕生を述べる者は、処
女からとの言葉を付け加
え、主の死を語る者は、死
者からの復活をあわせて証

言したから

第十四章：この卑しさに
まで降下した神をなお
も信じられるのか、とい

う疑問

神が人間本性の汚れと
混じり合ったとすれば、
その方の働きもこの卑
しさとの混合によって価
値が貶められる

第十五章：神が人々の
中に生まれたからこそ、
人間への愛、という神
の特性を認識できる

人間性が憐れむべきで
惨めな状態に置かれて
いるがゆえに、神が人
間の本性を訪ね求める
ために降りてくる

人生から神に由来する恩恵を
取り去ってしまうなら、あなたは
どんなことにもとづいて神を認
識できるか言えなくなる

人間への愛が、神的本
性に特有の識別特徴だ

とする

反論者は言う。なぜ神
的な権威でもって人間
を反対の力から引き離
して、初めの状態に導く
ことをしないのか

その方は長い回り道を迂回し、
誕生を通して生へと映り、順次
年齢を通過して、死を味わい、
ご自身の体の復活を通して、

目標を達成された

悪徳（カキア）が徳（アレテー）に
対置されるのが明らかであっ
て、それ以外は対置されない

神こそが信実の徳
にほかならない

悪徳のほか、いかなる自然
的存在者も徳に対立してい
るのではない。神は悪徳の
内にではなく人間の本性の

内に生まれた

第十六章：「神は弱さとは無
縁だから、肉体の内に生ま
れることはありえないとの反

論に応える

自由な選びに影響を与え
て、徳から悪徳へと逸らせ
るものが真実の意味での
弱さ（パトス）である

本性の内で特有の連鎖に
従って順次進行するのが看
て取られるものは弱さという
より、業（エルゴン）

快楽を求める弱さが人間の
誕生を導いたのであり、生
者に潜む悪徳への衝動こそ
私たちの本性の疾病

神はこれら二つ
の弱さには染
まっていない

医者が病（パトス）にある者
を治療しているからといっ
て、その医者まで病になっ

たとは言わない

治療者はたとえ病
気に触れたとして
も、その病には影響
されないまま

誕生と名づけている最初の
運動が弱さでないなら、死
と名づけている第二の運動
も弱さとは言われない

一致していた肉体
と魂とが分離する

運動

神は私たちの本性のそれら二
つの運動の中で人と成った。神
は肉体と魂すなわち人間という
合成体の感性的部分と知性的
部分とが混じりあって、その表
現しがたい相互浸透によってひ
とたび一体化された魂と肉体
がいつまでものその一体性が
持続するように摂理によって配

慮された

神にあっても肉体と魂
の分離に向けて運動し
た際、神は分離したも
のを神的力によって再

び結合した

この事態が復活であ
る。それは結びつけられ
ていたものが解体され
たのち互いに結合する
ことで、もはや解体され
ぬ一体のものへと帰還
するという事態である

人類に与えられていた
初めの恵みが呼び戻さ
れて、再び私たちが永
遠の生命に復帰するた

め

それは、私たちの本性に混
入された悪徳が解体によっ
て私たちから流れ出てしま

うときに起こる

復活の初めも一
人の人に起こ
り、それが全人
類へと拡げられ
るのである

神は一方で、魂が
自然本性の必然的
流れに従い、死に
よって肉体から別れ
てしまうことを妨げ

はしない

他方で復活によっ
て再びそれらを互い
に結びつける

主が死と生命の両者が出
会う地点となり、自らの内で
死によって分解された本性
を支え、ご自身がそうして
分解されたものを一体化す

る始めとなるため

人は言う「どうして神は意志
だけでもってその意図を果
たすことをしないで、わざわ
ざ回り道をして私たちの救
いを成し遂げるのか

第十七章：なぜ神は人間を
救うのに、ことさら受肉とい
う方法を採ったのか

医者に対して治療の方法を
定めるのは病人ではない

病人は医者に治療の種類
に関して意義を唱えもしな

い

病人は感謝のうちにその親
切を受け取るべき

神の善性の甚大さには隠さ
れた益があり、その善性は
現在の生においてはいまだ
明らかには見られないもの

善性が見えるのであれば
不信仰者のあらゆる反論は
除去されていただろう

そこで、なんらかの推論で
もって可能な限り、いま訊
ねられている問題に対して
も解決を発見する必要があ

る

神がこの世に住まわれたこ
とに小さからぬ証明がある

第十八章：神がこの世に住
んだことに対する歴史的事

実による証言

偶像崇拝の狂気によって
人々の生命を押さえつけて
いたが「万人に救いをもたら
す神の恵みが現れて」人の
本性の内に住んで以来、こ
れらは消え去った

代わりに協会と祭壇と聖な
る司祭職とが立てられた

言葉でよりむしろ行いで正
しい道を示す至高の哲学
と、肉体的生命に対する蔑
視と、死の軽視とが点火さ

れた

死の軽視は専制君主た
ちから棄教を迫られな
がらも人々が明白な態

度で示した

彼らが神のこの世での
滞在について明らかで
疑問の余地ない証明を
持っていなければ非道
には耐えられなかった

キリストによる神の現れ前
までは、エルサレムの宮殿
は輝いており、燔祭、律法
によってその秘義の解釈を
心得た人々のために規定さ
れたすべてのことが、廃棄

されずにあった

ユダヤ人が信じていない方が臨在する
証拠がある

預言者たちと律法に
よってあらかじめ教えら
れていた方を見たが、
それ以後は道を誤った
あの迷信の方を重んじ

た

彼らの儀式の荘厳さは
言い伝えの中でしか残
されず、神殿はその跡
からは分からず、都市
は遺跡しか残されてお
らず、ユダヤ人たちは
古来からの行事を何一
つ維持していない

「何のために神的本
性が私たち人間の
本性と結びつき、命
令によって目的を実
現するのではなし
に、こ自身によって
人類を救ったのか」
ということの説明が
明確に述べられるこ
とが望ましい

第十九章：問題に
対する論理的な説
明の必要性

次のことは全ての人々によって
同意されている。神が力あると
いうことだけでなく、正義、善
さ、知恵、総じて優れたものを
私たちに考えつかせるあらゆる
性質を持っているということ

第二十章：その説明のために
神にふさわしい諸属性を挙げ、
それらは互いに結びついて初め
て徳となることを確認する

これら至高の名辞
はどれも他の仲間
から切り離される
と、それ自体単独で
は徳（アレテー）で

はない

善さは、正義、知恵、力と一緒でなければ
信実には善ではない。なぜならば、不正、
知恵のなさ、力のなさは善ではないから

神に関する私たちの探求はま
ず、その善さのしるしに向けら
れる。明白な善さの証拠は、敵
方に寝返った者を再び自分に
引き寄せることである。

神の善性がそのような
目的を内に抱えていな
かったんならば、神が
私たちを救うために来ら
れることはなかっただろ

う

しかしながら、知恵によって
人間への愛が働くのでなけ
れば、その善さも目的には
役に立たなかったであろう

病に罹った人が病の悪から解放さ
れることを望む人々は多くいるだろ
うが、病人のためにその善い意志
を実行に映せるのは治療のために
なんらかの技術的能力を働かせる

人たちだけである

「人間は神的本性のか
たどりとして造られ、自
由な選びの持つ自己決
定力とその他の善きも
のを所有することで神
との類似性を保持して
いる。ただ、その本性は
必然的に変化をこうむ
る」非存在から存在へ
の道程は一種の変化

第二十一章：受肉の業
に神の善さ、知恵、正
義が結びついているこ
とを説明する

変化が必然的なのは、人
間が神的本性のかたどりだ
からで、というのも、かたど
りというものはなんらかの差
異を含んでいなければ、当
のものと完全に同じとなっ

てしまうから

変化は運動の一種であり、
運動の種類は二つある。常
に善へと向かうものと反対
のものへと向かうもの

美しさの一つの種
類は本性に即して
美しいものであり、
他の種類は、ただ
想像上の美しさで
彩られているもの。
両者を分ける基準
は、私たちの内に住
まう知性である

私たちには二つの
可能性がある。本
物の美しさに到達す
るか、見かけに欺か
れて反対のものへ
と流されるか

知性も、本物の善を
欲求しながらも、悪
徳を発明し存在し
ないものへと道を逸

らされた

悪の本質は実在し
ない点にある

神は善であるので、
堕落した者へ憐れ
みを持たれた。知
恵ある方なのでそ
の者を呼び戻す方
法に無知ではな

かった

こうした状況において正義
とは、私たちを捉えた者に
対してなにか専制的な権
威を行使することではな
い。また力を揮って支配し
ている者から私たちを引き
離すことでもない

第二二章：見かけの美の欺
きによって人間を堕落させ
た者から人間を救うにあ
たって正義とはなにか

自らの自由を売り払った
人々はそれを買い取った者
たちの奴隷である。その助
けのために自由を呼び戻す
ことは誰にも許されていな

い

自らを売り払った者を気
遣って、買い取った者に対
して暴力を使うならば、不
正であると判断される

そのような人々を買い戻し
たいと望むならば、それを
妨げる法律はない

私たちが進んで自分自身
を売り払った以上、その善
性ゆえに私たちを再び自由
へと解き放ってくれる方は、
正義に適った呼び戻しの方
法を考えつく必要

奴隷の支配者
に対して身代金
を支払うという
ような方法

この者は何と引き換えにそ
の支配下の者を渡すだろう
か。明らかにそのものよりも
高貴で偉大な交換物であ

る

第二三章：奴隷の支配者が
その身代金として選んだ代
価とは何であったか

幸福に過ごす者に対する嫉
妬から善に目を閉じて、悪
徳の暗闇を自らの内に生み
出した者。悪への下降の始
まりにして基である

敵対者は、その方を死の獄に幽閉されている人々
の身代金として選び取った

いかなる人間に
おいても知られ
なかった、その
とき現れた方
（処女による母
性、自然の病気
を直すこと、死
者たちの生への

解放）

敵が至高の
権能に近付
くのに恐れ
を抱かない
ために、神
性は肉の覆
いをまとわ
れた

奇跡を通し
て穏やかに
光り輝く権
能を、敵が
確認するこ
とによって、
その現れた
方を欲求の
対象として
考えるため

私たちを救おうと欲
したことは善さの証

し

支配されたものの
贖いを交換のかた
ちにしたことはその
正義を示し

敵にとって近づきえ
ないものを近づきう
るものにすることを
考えついたことは至
高の知恵を証明

いかにして善さが正
義と結びつき、知恵
が切り離されていな
いかが看て取れる

人は次のように尋ねる「神
性の力とその力の不滅性と
は、語られた事柄のうちの
どこで看て取れるのか」

第二四章：受肉の業に神の
力と不滅性がどのように現
れているかを説明する

万能の本性が人間性の低
さにまで降りることができた
そのことが、偉大ですばら
しい奇跡よりも、神の力の
証明となっている

なにか大きく崇高なこと
が神の力によって成し
遂げられたというのであ
れば、それは論理的な

ことである

この宇宙の中の全被造物
と、これらの現象の外にあ
ると把握されるすべてのも
のは、神の力の内で構成さ

れている

天空の巨大さ、存
在するすべてのも
のに対するたえまな
い摂理的配慮といっ
たことは、私たちの
本性の弱さにまで
降りてくれたことが
示しているほどに
は、神の至高の力
を示していない

上昇することは火の本性に特有のこと
であるので、誰も驚かない。もし炎が下
に向かっていくのを見るとしたら、驚く

べきことだと考えるだろう

敵対する権能者は
神の顕現に耐える
ことができないの
で、神は私たちの本
性を覆いとしてその
中に隠れた

かくして生命が死
の住処に導き入れ
られ、光が闇の内に
輝き、光と生命に対
立すると考えられる
ものは消滅した

存在するものどもは
その存在する方に
依存しているのであ
り、その方の内に存
在を有しないものは
何も存在することは

できない

第二五章：神は万
物の根拠として常
に人々と共に存在し

ている

私たちの奥義が「神
はその摂理的配慮
によって人間の内に
誕生した」と教える
からといって恥じる
ことがあろうか

私たちの内での神
の臨在のあり方は、
かの場合のあり方と
同じではないとして
も、「私たちの内に
存在する」という事
態はいまもかの時も
等しく承認されてい

る
かの時には私たち
の本性と混合した

私たちの本性がこ
の神性との混合に
より神的なものとな
り、死から救い出さ
れ敵対者の専制か
ら自由になるため

彼の死からの帰還
は、死すべき人類に
とって不死なる生命
への帰還の始まり

真理を見つめる人であれ
ば、まさに神のこの方法は
正義と知恵によるものであ
ると結論するだろう

第二六章：この受肉という
方法は、敵から見れば一種
の詐欺ではないかとの反論

に応答する

欺くものがお返しに欺かれ
るという価値に応じた返報
は正義を示している

知恵に特有なことは、同等
なものを返し与えるその方
法において、善き目標から

外れないこと人間への愛という善き目標
から逸脱しないこと

快楽の餌でもって人間を先
に欺いたその者自身が、今
度は提示された人間の形に
よって欺かれるのである。
しかしその欺きの目標はよ
り善いものへ転じられてい

る

滅びを私たちにもたらした
その者にも益をもたらすた
めでもあった。死が生命
に、闇が光に、腐敗が不朽

性に近付いた

一方でより劣ったものの消
滅、つまりその非存在への

移行がおこり

他方でそれらの悪から浄め
られた者に益が与えられる

から

私たちの本性から一緒に
育ってきた悪が長い期間を
経て取り除かれたなら、す
べて創造された者たちから
感謝が起こるだろう 浄化の過程で懲らしめを受

けた者たちからも

浄化をまったく必要としな
かった者たちからも

以上のことまたそれ
に類したことを「神
が人間に成ること」
という偉大な神秘が
与えている

私たちの生命は二つの境
界のそれぞれで区切られ
ているので、それぞれの境
界において私たちの本性を
正しくしてくれる力が見出さ

れる

第二七章：主の受肉は、神
の至高性となんら抵触しな

いこと

神は人間性と混じり
合ったそのすべて
の点において、人間
本性に特有のことも
引き受けた

誕生、養育、成長、
死の試練 その力は私たちの生命の

始めと結びつき、その終わ
りまで自らを拡張していき、
その間のすべてを捉えてい

くのである

私たちの本性と混じり合う
方は、その本性に特有なす
べての点にわたって私たち
との相互浸透を受け入れる

ということである

人間の生命は、その始めと
終わりそしてその間のすべ
てにわたり罪によって汚れ
たので、洗い流す力がその
全体にわたることが必要

神の本性の至高性ゆえに、
全ての被造物は下方に等
しい距離遠ざかっているの
であり、全宇宙が同じ価値
で神の下方に位置

私たちの許にやってくる方
が地上の肉体ではなくて天
上の肉体に形を会わせて
も、その不名誉が和らげら
れることにはならない

天上のなにか異なった生き
物が神との混合を受け取っ
ても私たちの本性は正され

ない

地上のものの本性がこの神
との関連で価値ないものと
思われるのであれば、他に
なにか価値をもつものなど
見出されないであろう

万物が同等にその価値を
欠いているとしても、必要と
している者に恩恵を与える
という一時は神にふさわし

い

論敵の人々は「こうして入口を
通って人間の生を分け持つに
至るとしうのは、神にふさわしく
ない」との理由から、私たちの
奥義をもの笑いの種にしている

と思っている

第二八章：主の受肉を肉体へ
の蔑視から認めない人々に対
し、肉体による誕生がなんら恥
ずべきでないことを説明する

肉体の組織はすべてそ
の全体にわたって等価

値である

有機的諸部分の全配
列は一つの目標のため
に秩序づけられてい
て、その目標とは、人類
が生命を持続させるこ

とである

有機的器官の他のものは
人間の現にある生命力を維
持し、生殖器官は未来への
配慮を示し、それらを通し
て人間性の継続を導入し

ている

人間にとって生への入口は
一つしかなく、産まれるもの
はそこを通って生命に導か

れる

彼らは生に至る途とし
て別のいかなる途を神
に対して定めようという

のか

自らの本性にとって唯
一恥ずべきものは悪徳

である

神の意志と法によって
定められた自然の過程
は、悪徳を訴える誹謗
の的にはなりえない

自然への告発は、自然
の製作者にまで及んで

しまうだろう

私たちの奥義が、悪徳の内
にではなく人間の内に神は
誕生したと語っている

神が悪徳からだけは切
り離されていてこの自
然が悪しきものではな

い

自然が死と闘うその器
官を通して、神は人間
の生と混合したのであ
れば、私たちの奥義は
なにかふさわしくないこ
とを含んでいるだろうか

彼ら曰く「もし起こった
出来事が善いことで神
にふさわしいことなら
ば、なぜ神はその善き
業を延期したのか。初
めから悪徳はあったの
だから、なぜそれがいっ
そう進行することを断ち
切らなかったのか」

第二九章：主の受肉の
時期は遅すぎたのでは
ないかとの疑問に対し、
その時期が悪徳の癒し
のために最適であった

『私たちに対するこの善
き業の延期は、知恵に
よって、つまり私たちの
本性への益を予見した
ことによって起こった」

腐った体液が毛穴の下
に拡がっているときに
は、その自然に反した
分泌物が体の表面に出
てくるまでは、薬を塗ら
ずに、中にあるものがす
べて外に出てくるのを
待って、治療を施すの

である

全宇宙を癒す方は、い
かなる種類の劣悪さも
その本性の内に隠れて
残ることのないように、
時をかけて待たれた

カインの妬みと兄弟殺
しの直後に人間への癒
しを実践することはな

かった

悪徳についても、それ
が致命的な打撃を受け
たことを看て取ることが
できるが、その残った部
分はまだ人間の生をひ
どく悩ましている

第三十章：「その癒しの
後でもなぜ人類に罪お
よび不信仰が多く残っ

ているのか」 彼ら曰く「もし信仰が一つの
善であるならば、なにゆえ
にその恵みが万人に及ん

でいないのか」

信仰への呼び出しは万人に
平等になされ、人々の価値
や年齢や民族の違いによる

区別はない

支配権を持つお方は、
人間に対する過大な尊
重からあるものが私た
ちの支配権に置かれる

ことも許した

そのものについては、独り各人が主人なの
である。それが自由な選び（プロアイレシ
ス）であり、自由な思考の内にあって何も
のにも隷属せず自己決定力を持つもので

ある

信仰の恵みは皆に提示
されたので、進んでそ
の恵みから立ち去った
者が、その不幸の責を
自分にではなくて別の
人に帰するのは理にか

なっていない

選択意志（プロアイレシ
ス）が働かないままであ
るならば、徳は必然的
に消滅する。選択意志
が働かないことで枷を
はめられるから

第三一章：「神は意志さ
えすれば、どんな人をも
福音の信仰に導けたは

ずだ」

徳がなければ、生は価
値を失い、正しき行いを
する人々への称賛は取
り払われてしまう

罪は容易に犯され、生
の差異は判定できなく

なろう

「思いに適ったものの何
一つとして私たちの力
でできるものはなく、人
間の選択意志はより強
力な権威によって、そ
の権威の考えのほうに
向かわされているのだ」

誰が、そうなっても
正当な理由をもっ
て、放蕩な者を咎
め、節制ある者を称
賛することができよ

うか

人間の生命が二つの限界
で区切られているのに、一
方を通過したのに、続く他
方に触れることがなかった
としたら、その目的は半分
しか満たされない

第三二章：「神はその力だ
けで容易に救いの業を達成
できたはずだ」および「十字
架という不名誉な死は必要

なかった」

生きる必要からではなく、
私たちを死から生命へと呼
び戻すためだった

死からの蘇りは私たち
の本性の全体に関して
起こる必要があったの
で、その方は死の状態
に触れるほどに死の近
くまでやって来た。

ご自分の体によって復
活の源（アルケー）を私
たちの本性に与えて、
人間の全体をその力に
よってご自身とともに復

活させた

人類全体が一つの生き
物であるかのように、こ
の一つの部分の復活
が、人類の連続性と一
体性のゆえに部分から
全体へと伝え与えられ

ていく

人間的には不名誉な十
字架上の死に隠され
た、神性にふさわしい意
味を宇宙的次元で説明

する

第一の存在者は神性に
ほかならず、すべての
存在者が持続して存在
していることから、その
神性がそれらの内に必
然的に存在することを
信じざるを得ない

その形が四つにわ
かれている十字架
から学ぶのである。
その中心は、全体
が凝集されている
が、そこから四つの
延長線が出ている。

摂理によって死
のときにその上
に横たえられた
方が、全宇宙を
ご自分に結びつ
け一つにしてい
る方である。

私たちは存在者を
なにか上のものと
下のものとに区別し
て考えたり、水平方
向に沿ってその思
想を両端にまで向
けるからである

全被造世界は、そ
の方の力によって、
上のものは下のも
のと、横のものはお
互いと一致すること
で、自分自身と一
体のものとなる

したがって、私たち
は聞くことだけで神
性の理解に導かれ
るべきではなく、見
ることもまたこれら
至高の諸観念の教
師になるべきである

かの霊感を受けた
偉大なパウロがエ
フェソの人々に奥義
を授けたのも、見る
ことから始めてで

あった

彼は十字架の
上部を高さ、下
部を深さと呼
び、横の延長部
を広さおよび長
さと呼んでいる

死に続く出来事につい
ては、福音書は事のつ
ながりに従って語ってい
るので、非信仰者も、そ
こには神にふさわしい観
念以外のものは何もな
いことに同意するだろう

これらすべてと主に関
する記述が伝える他の
同様な事実は、至高か
つ崇高な力に由来する
ことであって、その理解
のためにはなんら推論
の助けを必要としない

死すべき存在が生命へと移
るにあたっては第一の誕生
は死すべき生に導くだけだ
から、論理的に言って、別
の生み出された者を不死の
生命へと導いてくれる誕生
が、見出されるはずである

第三三章：人間には不死の
生命に導いてくれる第二の
誕生が必要であると述べ、
洗礼の水に神の力が働くこ

とを説明する

このような主張を反
論者が耳にし、前
もって洗礼のあり方
を教えられていて
も、彼らは不信仰に
とどまっている

彼らは「どのようにし
て水に託して執り行
われる祈りと神の力
への祈願が、その
秘跡を受けた人た
ちにとって生命の源
となるのか」と問う

逆に私たちのほうから、
万人に明らかな肉によ
る誕生のあり方につい
て「どのようにして放た
れたかのもの（精液）が
人間になるのか」と問う

ことにする

誰でも次のように答え
る。「神の力によってこ
そかの液体は人間に成
るのであり、その力が現
存しなければ、かの液
体は運動も活動もしな

い」

そこにある材料が人間
を造り上げていくのでは
なくて、神の力がその
目に見えるものを人間
というものへ変容させる
のであれば、もう一方の
場合に神性がその意志
を達成するのにそれほ
ど弱いなどと考えること
は極端な不公平

彼らは、神が洗礼
式の聖別のために
呼び出されてそこに
臨在することの証明
を求めるだろう

第三四章：洗礼
式に神が臨在
することは、主
の約束から信じ
られる

私たちは、主が神
であることをかのも
ろもろの奇跡から信
じているし、一切の
偽りと混じりあって
いないことが神性に
特有のことであると
知っている

主は、ご自身を呼び出
す人々と常に共にいるこ
と、ご自分を信じる人々
のただ中にいること、そ
してその人々全てのの
内にとどまって一人ひと
りと交流することを公言

された

したがって公言され
たことが、その約束
の偽りなさゆえに臨
在していることを
疑っていない

人間形成の場合
に、両親の衝動は、
たとえ彼らが神を呼
び出さないとして
も、神の力によって
生まれるものを形づ
くるのである

祈りによる呼び出しからこ
の摂理的配剤が始まるとい
うことは、霊的誕生において
はどれほどしっかりと、神の
力が働くことだろう

三度水に浸ることは、また別の神秘を
含んでいる。私たちを救う手立てが働
くようになったのは、人間の条件を共有
することを引き受けた方が行った業に
よってなのであり、ご自身が引き受ける
とともに神聖なものとした肉によって、
それと同族・同類のあらゆるものが共
に救われるために、現実に生命を成就

した

第三五章：受洗者は三度水
に浸ることで主の三日間の
死の状態と復活を象徴的
に再現し、その洗水によっ
て悪徳を部分的に除去する

そうしたことから、従う者と導く者のあ
いだになんらかの同類性・類似性が洗
礼式の中で示されるような手立てが考

えつかれる必要があった

善に向かって主と等しいほどの
熱意を持つ人々はすべからく、
私たちを救いに導く主の後を、
模倣によってつき従っていくべ
きである。というのは似た道を
通って歩んだ者でなければ、等
しい目標に到達することはでき

ないから

この人生の迷宮もまた、この中
に生まれながらこの建物の外に
立った方が通ったのと同じ道を
辿るのでなければ、人間の本
性にとっては脱出不可能である

迷宮という言葉を、私は比
喩的に「出口のない死の牢
獄」の意味で使っている。そ
こに惨めな人間の種族は閉

じ込められた

私たちは、救いの創始者に
関して何を目撃したのか。
三日間の死の状態と再度
の生命をであった。そこで、
私たちの場合にもそのこと
を意味するなんらかのかた
どりが考案される必要があ

る

私たちの生命の導き手
は、地下に葬られたの
だから、その死の模倣
は地と隣り合った他方
の元素の内で仕上げら

れる

肉体の本性をその方と
共有している者はすべ
て、地の代わりに水を
注がれ、その水に三度
浸されることで、三日目
にもたらされた復活の
恵みを再現する

その模倣とは、洗水によって象
徴的なされる死において、私た
ちに混入した悪徳を消去するこ
とであるが、それは完全な消去
ではなくて、悪の連続を断ち切

ることである

摂理的配慮によって人間の本性に
は死が導入された。その結果、悪
徳が肉体と魂の分離に際して流れ
出すので、人間は復活によって、悪
徳のいかなる混入からも無縁なも

のとして再形成される

過ちの悔い改めと死の
模倣という二つのことが
寄与する。これら二つの
ことによって、人間は悪
との一体性からある程
度まで解放される

私たちは水の中で復活
の恵みをあらかじめ経
験する必要がある。そ
れは、水で洗礼を受け
ることと死から再び立ち
上がることとが、私たち
にとって等しく容易であ
ることを知るため

私たちの本性は、いずれにしろその再
構築に向かって進んでいくからであり、
洗水による恵みを先に受け取っていよ
うと、そうした秘跡にあずからないまま

でいようと、変わりはない

復活によって再
び存在への還
帰を受け取る者
すべてが同じ生
へと復帰するわ
けではない

この世の生で洗水によ
る浄めによってあらかじ
め導かれていた人々の
場合には自らと同類の
生に復帰することになろ

う

不純物の混じった金に
は炉がふさわしいよう
に、そうした浄めの秘跡
を受けていない人々は
かならずや火によって
浄められることになろう

共通の理性も聖書の教
えも共に、悪徳の汚れ
をすべてきれいに洗い
流していない者が神の
仲間に加わることは可
能ではない、と示してい

る

第三六章：この洗礼と
いう小さなことが「神と
類縁になる」というとて
つもなく大きな善の始
めであること

この条件は小さなことだが、も
ろもろの大きな善の始めとなり
基礎となる。「小さな」と言うの
は、達成のたやすさのためであ

る

「神があまねく存在すること」、
「神はあらゆるものの内にあっ
て、生命を与えるご自身の力を
呼び戻す人々のところに臨在す
ること」、「そしてかく臨在しつつ
固有の働きをなすこと」を信じ
る行為にどんな困難があるとい

うのか

人間存在は魂（プシュケー）
と肉体（ソーマ）とが混合さ
れてできた二重のものなの
で、その両者を通して、救
われる人々は先導する方と
ムズビ就く必要がある

第三七章：本性を解体する
毒を味わった私たちの体
は、いわば解毒剤である主
の不死なる体が中に入るこ
とで変容させられる

魂の方は信仰を通して
その方と交わり、そこか
ら救いの端緒を得てく
る。それに対して肉体
のほうは、別の仕方で
救い主との共同の交わ

りに入る

人間は自分達の本性を
解体するものを味わっ
たのだから、その解体
されたものを結合してく
れるものを必要とする。
そうした解毒剤は私た
ちの中に入って、体に
導入された害毒を駆逐

する

その解毒剤とは、かの
体にほかならない。

神を受け取ったかの体
だけがこの不死の恵み
を受け取った。私たちの
体は、その不死なる体
との交わり（コイノーニ
ア）を通して不滅性にあ
ずかるのでなければ、
不死になることはでき

ない
私たちのからだの組織は、
外から摂取するパンと飲み
物という栄養物によって、そ
の生命を維持していること

どのようにして、キリストの
かの一つの体が全人類に
生命を吹き込むのか

神の御言葉は飲食によって
体の存続を司ったのであ
り、食の方はパンであった

神を受け取った体は、パン
の栄養を摂り入れたのだか
ら、ある意味ではパンと同

じものである

栄養は、体の本性へと変え
られるから

かの体の中で変化したパン
が神の力へと変わった

そのパンは食べられること
によって御言葉の体になっ
ていくのではなく、御言葉
によってただちにその体に
変化する。「これは私の体
である」と言われている通り

またあらゆ
る肉体は水
分によって
も養われ
る。

神を受け入れたかの肉
体は、自らの組織のた
めにこの水分の部分も

受け取った

御言葉は、葡萄酒とパンか
らできているその肉体を通
して、信じるすべての人々
に、恵みの摂理的配慮に
よってご自分を分け与える

いかなる生まれのも
のと成るかを知って
いるということ

第三八章：霊によっ
て再生する者は、自
分が誰から生まれ
るかを知っており

この種類の誕生だ
けに、選ぶがままの
ものとして生まれる
自由があるから

生まれてくる他のものはすべ
て、生み出すものの衝動に服し
ているが、霊による誕生は、生
まれる者の自由によっている

第三九章：霊による誕生では生
みの親を自由に選べるので、
不変の創造されざる本性と変
化する創造された本性のいず
れを親とすることが自分の益と
なるかをよく識別すべき

自ら考えて自分に益す
るものを選ぶ者は、い
ずれの子供となること
を選択しようとするのか

不動にして堅固かる常
に変わらず善き状態に
ある本性を獲得したも

のの子供か

変化の
内に観
察される
本性の
子供か

福音書には、それに
よって信仰者が誕
生する、三つの位格
と名称が与えられ

ている

三位一体において
誕生する者は、父と
子と聖霊とから等し
く生まれる

三位一体の内
に創造された本
性を見て、その
内で洗礼を受け
た人は、再び変
化・変動する生
の中に生まれて

しまう

三位一体を創造されざる本
性に属すると信じて、霊的
誕生によって自分の生命の

創始者とすること

御子と聖霊が第一
の真にして善なる
神の本性、すなわち
父の本性とは別で
あると考えて、信仰
を誕生のときに持ち
合わせない

被造物に自分を
縛り付ける者
は、救いの希望
を神にではなく
被造物に懸けて
いることを忘れ
ている

全被造界は、等
しく非存在から
存在へと進んで
きたことによっ
て、すべての部
分が緊密に結
びついている

人間が聖霊と
独り子なる神も
創造されたもの
であるとみなす
ならば、その人
は再び自分に舞

い戻る

人が創造されざる本性
に向かってではなく、自
分と同類にして同じよう
に不自由な創造された
本性に自分を向かわせ
るならば、彼は下から生
まれたものである

福音が語るには、救われる
人々の誕生は上からのもの

である

私たちが現にある状態
にとどまり続けるとすれ
ば、再生によって私たち
の生命に起こる変化は
変化とならない

第四〇章：洗礼の恵み
は、受洗者が回心をし
悪しき情念から浄めら
れる生活をして初めて
効果をもつこと

人間性それ自体は洗礼
によって変化を受容す
るわけではない

「いったい何が変化する
ことで、再生の恵みは
完全なものとなるのか」
を考察しなければなら

ない

キリストの死をサタンに支払
う身代金と考える思想はオ
リゲネスを代表的な提唱者

とする

サタンにまでキリストの救いが及ぶ
という救済論はオリゲネスから受け

継いだ思想である

人間性全体が受肉によって神
化されることになったというのは
グレゴリオスの基本的思想

私たちの本性の劣悪な
識別特徴が拭い去られ
るならば、より優れたも
のに向かう変化が起こ

ることである

御言葉は、ご自
分を受け入れた
人々には、神の
子となる資格を
与えた

神の子として生まれた
者が持つ神との親縁性
は、私たちが神を認識
するよりどころにするの
と同じ特徴を通して現

されるべき

主はすべて命あるものに向かって
御手を開き、望みを満足させて下

さり

咎を除き

下した災いを悔い

主はすべてのものに恵みを与え

日ごとに憤りを表すことなく

主なる神は正しい方、み許には不
正がない

もしあなたがこれらの
特徴を有しているなら
ば、あなたは真実に神
の子と成ったのである

まず、善く生きた人々に
約束されているもろもろ
の善は、言葉によって
言い表されるようなもの

ではない

おわりに：私たちが来世で至福
の生か苦痛の生かのいずれか
を生きるかは、自由選択に応じ
た実りとして自分で決めていく

ことである

道を踏み外した人々に来世
で与えられる苦痛に満ちた
生命は、この世での感覚的
苦痛のいずれとも比べもの

にならない

思慮ある人の業は、現在のこと
をではなく後のことを目指すこ
とであろう。すなわち、かのえも
言われぬ至福の基をこの短い
一時的な生命のあいだに築い
ておき、善を自由に選ぶことに
よって悪の試みから離れること


